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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第81期

第２四半期連結
累計期間

第82期
第２四半期連結

累計期間
第81期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 160,926 160,457 365,615

経常利益 (百万円) 5,640 7,207 26,161

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,226 4,003 14,627

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,229 △5,955 12,360

純資産額 (百万円) 127,899 121,312 130,334

総資産額 (百万円) 317,181 283,005 310,269

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 13.81 17.50 63.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 13.77 17.45 62.88

自己資本比率 (％) 40.2 42.6 41.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 10,180 8,896 24,378

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △9,751 △2,401 △15,641

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △6,287 △8,518 △25,702

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 52,576 38,747 41,516
 

　

回次
第81期

第２四半期連結
会計期間

第82期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 18.92 19.64
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における国内経済は、雇用環境の改善から個人消費は底堅く推移したものの、新興国

の成長減速や円高基調が継続し、設備投資環境も足踏みが見られ、力強さを欠く状況となりました。海外（１月～

６月）においては、米国経済は、住宅市場と消費者支出が牽引し、緩やかに拡大基調となりましたが、米国大統領

選挙の影響もあり不透明感が残る状況で推移しました。欧州経済は、厳冬であった昨年の反動もあり個人消費、設

備投資も堅調で全体的に回復基調となりました。

このような環境下、当社グループは、今年度から長期経営ビジョン「三和グローバルビジョン２０２０」第二次

３ヵ年計画をスタートさせました。この３ヵ年の位置づけは、「グローバル・メジャー」としての競争力を強化す

ることにあり、国内においては、既存事業の強化、多品種化による更なる成長、連携による事業強化・拡大、防火

設備の新しい検査・報告制度対応に注力しました。米国では、基幹事業の強化及び成長、川下事業戦略に注力し、

シェア拡大に努めました。欧州では、産業用ドア事業の強化、耐火ドアの全欧州への拡販、セクショナルガレージ

ドアのシェア拡大を推進し、産業用ドア事業の更なる強化のためノルスード社（フランス）を買収しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、円高の影響もあり、前年同四半期比0.3％減の

160,457百万円となりました。利益面では、営業利益は、前年同四半期比31.8％増の7,976百万円、経常利益は、前

年同四半期比27.8％増の7,207百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比24.1％増の4,003百

万円となりました。

 

セグメントの業績は以下のとおりであります。

 

①日本

多品種化を推進したことにより間仕切・エントランスが堅調、メンテサービス事業も増収となりましたが、重量

シャッター、ビルマンションドアが減収となり、売上高は前年同四半期比0.9％減の84,363百万円となりました。

利益に関しましては、数量減と事業拡大のための先行投資や人件費等が増加し、前年同四半期比7.2％減の6,592百

万円のセグメント利益となりました。

 

②北米

米国住宅市場の改善から主力のドア事業が堅調となり、特に住宅用ドアが好調を維持したことに加え、自動ドア

事業、施工・サービス事業も好調に推移しましたが、円高の影響により、前年同四半期比2.7％減（外貨ベースで

は4.9％増）の49,972百万円となりました。利益に関しましては、増収効果に加え、採算改善・コスト削減に注力

し、前年同四半期比232.2％増の2,218百万円のセグメント利益となりました。

 

③欧州

市場全体で回復基調にあることに加え、アルファ社とのシナジー効果により産業用ドアが増収、各施策の効果も

あり、ヒンジドア、ガレージドアも増収となったことから、売上高は前年同四半期比7.0％増（外貨ベースでは

15.1％増）の26,092百万円となりました。利益に関しましては、増収効果と構造改革による固定費削減が寄与し、

前年同四半期に比べ876百万円改善し688百万円のセグメント利益となりました。
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(２) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、主に売上債権の回収及び有価証券の減少等により、前連結会計年度末

と比べ27,264百万円減少し283,005百万円となりました。負債は、主に仕入債務の減少や借入金の返済等により、

前連結会計年度末と比べ18,241百万円減少し161,693百万円となりました。純資産は、主に為替換算調整勘定が減

少したことにより、前連結会計年度末と比べ9,022百万円減少し121,312百万円となりました。以上の結果、自己資

本比率は前連結会計年度末と比べ0.9ポイント改善し42.6％となりました。

 

(３) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ2,768百万円減少し38,747百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における区分ごとのキャッシュ・フ

ローの状況は以下のとおりであります。

 

営業活動によるキャッシュ・フローは、主に売上債権の回収、税金等調整前四半期純利益を計上したことにより

8,896百万円の資金増加（前年同四半期連結累計期間は10,180百万円の資金増加）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に固定資産の取得により2,401百万円の資金減少（前年同四半期連結

累計期間は9,751百万円の資金減少）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払や借入金の返済により8,518百万円の資金減少（前年

同四半期連結累計期間は6,287百万円の資金減少）となりました。

 

(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

また、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており（平成26年６月26日

開催の当社第79期定時株主総会において承認可決）、その内容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は

次のとおりであります。

　

１　基本方針の内容の概要

　当社グループは、「安全、安心、快適を提供することにより社会に貢献する」ことを使命と定め、この使命を

具現化した商品とサービスをお客様に提供することにより、当社企業価値及び株主共同の利益の確保・向上に取

り組んでおります。

　その上で、当社グループは以下を経営理念として定め、これらを実践することが、当社グループの企業価値の

源泉であると考えています。

＜目指す姿＞

①お客さますべてが満足する商品、サービスを提供する

②世界の各地域で評価されるグローバルな企業グループとなる

③個人の創造力を結集してチームワークにより企業価値を高める

　かかる経営理念のもと、現在、当社グループは、日本における強固な事業基盤を基礎としつつ、米国、欧州、

中国（アジア）等の世界主要地域に事業展開しています。かかる各地域でその地域特性を生かした販売・調達・

生産・技術開発及び新ビジネスの開拓を各々の地域のグループ会社が分担するとともに、当社グループとしてグ

ローバル・シナジーを最大限に発揮することが、お客様が満足する競争力の高い製品・サービスを提供するため

に必要と考えております。また、当社グループは、「日・米・欧における『動く建材』の不動のトップ・ブラン

ド」を目指した取組みを行っておりますが、ブランドの育成・確立は一朝一夕にできるものではなく、役職員が

一丸となって、お客様に対し、安全・安心・快適を中長期的に安定的に提供するとともに、社会の期待と信頼に

応えるべく情報公開の拡充や法令遵守・環境保全・社会貢献等による企業の社会的責任の達成等を図ることで、

はじめて皆様からの信頼を得られるものと考えております。

　これらの取組みによって、当社グループの企業価値及び株主共同の利益を持続的かつ長期的に向上させるため

には、株主の皆様はもとより、お客様、取引先、従業員、地域関係者等のステークホルダーとの適切な関係を維

持、発展させていくことが極めて重要であり、これらのステークホルダーの利益にも十分配慮した経営を行う必

要があります。
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　従って、当社の株券等の大量取得の提案を受けた場合、その大量取得が当社の企業価値及び株主共同の利益に

及ぼす影響を適切に判断するためには、買収者の大量取得の目的、買収者の提案する事業計画の実現可能性・適

法性、当社グループのブランド・人的資源を含む有形無形の経営資源、ステークホルダーに与える影響とそれが

企業価値に及ぼす影響、世界中の各地域の有機的結合により実現されるシナジー効果等、当社グループの企業価

値を構成する要素が十分に把握される必要があります。

　当社は当社株主の在り方について、株主は市場における自由な取引により当社株式を取得した株主に必然的に

決まるものと認識しており、会社の支配権の移転を伴う買付提案に応じるか否かの判断も、最終的には、当社株

主の総体的意思に委ねられるべきものと考えています。しかし、上記の様々な要素に鑑みて、当社の企業価値ひ

いては株主共同の利益の確保・向上に資さない当社株券等の大量取得を行う者は、当社の財務及び事業の方針の

決定を支配する者としては適切でないと考えております。

　具体的には、その目的等から見て企業価値・株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすもの、株主に株式

の売却を事実上強要するおそれのあるもの、当社の取締役会や株主が株式の大量取得の内容等について検討し、

あるいは当社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情報を提供しないもの、当社が買収者の提示し

た条件よりも有利な条件をもたらすために買収者との協議・交渉を必要とするもの等、当社の企業価値・株主共

同の利益に資さないものも少なくありません。このように当社株式の大量取得を行う者が当社の企業価値の源泉

を理解し、中長期的に確保し、向上させられる者でなければ、当社の企業価値・株主共同の利益は毀損されるこ

とになります。

 

２　当社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の上記基本方針の実現に資する特別な取組みの概要

（１）企業価値及び株主共同の利益の確保・向上の実現に向けた取組みについて

　当社では、上記基本方針の実現に資する取組みとして、平成25年５月に策定した長期経営ビジョン「三和グ

ローバルビジョン2020」を実行することにより、当社グループの経営資源を有効に活用し、当社グループの企業

価値及び株主共同の利益の向上を実現していく考えであります。

 
　当社グループは、長期経営ビジョン『三和2010ビジョン』（平成13年から平成24年）にて掲げた基本方針に基

づき、国内においては、シャッター依存型からドア・フロント・間仕切・ステンレスなどの多品種化を進展させ

ました。また、欧州・アジア各地域への進出により、日本、米国、欧州、アジアの4極に拠点を築き、グローバ

ル化の基礎を構築しました。残された課題としては、アジア事業の拡大、サービス事業のグローバル展開、グ

ローバルシナジーの強化などがあります。以上の成果と課題を踏まえ、『三和2010ビジョン』の基本構想である

「企業価値創造のグローバルグループ経営」を継承し、グローバル経営を初期段階から新たな飛躍の段階へと進

化させるため、長期経営ビジョン『三和グローバルビジョン2020』を次のとおり策定しました。

 
「三和グローバルビジョン2020」

「動く建材」のグローバル・メジャーとして、世界中のお客様に安全・安心・快適な商品とサービスを提供す

る。

○日・米・欧における不動のトップブランド

○サービス分野のビジネスモデル確立

○アジアを中心とした新興国でのシャッター・ドア事業を拡大し、トップブランドに育成する

○グローバル市場におけるグループシナジーの推進

 
（２）企業価値及び株主共同の利益の向上の基盤となる仕組み

　当社は、当社グループの企業価値及び株主共同の利益の向上の基盤として、従来よりコーポレート・ガバナン

ス及び企業の社会的責任への取り組みの強化を図っております。

①コーポレート・ガバナンスの強化

　当社では、執行役員制度を導入し、取締役会における経営意思決定と執行役員の業務執行を分離することによ

り、経営の効率化と取締役が執行役員の業務執行を監督する機能について強化を図ってまいりました。また、経

営の客観性、公正性を高めるため、社外取締役1名、社外監査役2名をそれぞれ選任しており、いずれの社外取締

役、社外監査役も独立役員として指定しております。

　当社は、今後も、コーポレート・ガバナンスの強化に注力し、効率性かつ透明性の高い企業経営を実現するこ

とで企業価値及び株主共同の利益の向上に努めてまいります。

②企業の社会的責任

EDINET提出書類

三和ホールディングス株式会社(E01385)

四半期報告書

 5/27



　当社グループが、持続的な発展を続けるためには、世界各国、地域社会に対し積極的に貢献し、企業の社会的

責任（CSR:Corporate Social Responsibility）を果たすことにより、社会からの信頼を高めていくことが必要

不可欠であります。当社グループは、引き続き法令遵守、環境保全、社会貢献等のための活動を推進していきま

す。

(注)当社は平成28年６月28日開催の第81期定時株主総会の決議により、監査役会設置会社から監査等委員会設置

会社へ移行しており、文中にある社外監査役は、現時点で監査等委員である社外取締役となっております。

 

３　本プラン（上記基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防

止するための取組み）の内容の概要

　本プランは、上記基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されること

を防止するための取組みであり、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、又は向上させることを目的とする

ものです。

　本プランは、当社株券等に対する買付等（①当社が発行者である株券等について、保有者の株券等保有割合が

20％以上となる買付その他の取得、又は②当社が発行者である株券等について、公開買付けを行う者の株券等所

有割合及びその特別関係者の株券等所有割合の合計が20％以上となる公開買付け等）を行おうとする者（以下

「買付者等」といいます。）が従うべき手続等について定めております。

　具体的には、買付者等には、買付等に先立ち、意向表明書及び買付情報等を記載した買付説明書等を当社に提

出していただきます。これを受け、独立委員会において、独立した専門家の助言を得ながら、買付者等から提出

された情報や当社取締役会から提出された代替案（もしあれば）等の検討、買付者等と当社取締役会から提出さ

れた事業計画等に関する情報収集・検討、買付者等との協議・交渉等を行うとともに、当社においては、適時に

情報開示を行います。

　独立委員会は、本プランに定める手続を遵守しない買付等や当社の企業価値及び株主共同の利益の確保・向上

に対する明白な侵害をもたらす虞のある買付等であって、かつ、本新株予約権の無償割当てを実施することが相

当である場合等には、取締役会に対し、新株予約権の無償割当てを実施すべき旨を勧告します。この新株予約権

には、買付者等による権利行使は原則として認められない旨の行使条件及び原則として当該買付者等以外の者か

ら当社株式と引換えに新株予約権を取得する旨の取得条項等が付されております。

　当社取締役会は、独立委員会の勧告等を最大限尊重して新株予約権の無償割当ての実施又は不実施に関する会

社法上の機関として決議を行うものとし、また、株主意思確認総会が開催された場合には、これに従うものとし

ます。買付者等は、本プランに従い当社取締役会が新株予約権の無償割当ての不実施に関する決議を行うまでの

間、買付等を行ってはならないものとします。

　本プランの有効期間は、平成29年３月期に係る定時株主総会の終結の時までとなります。但し、有効期間満了

前であっても、(i)当社株主総会において本プランに係る新株予約権の無償割当てに関する事項についての取締

役会への委任を撤回する旨の決議がなされた場合、又は(ii)取締役会において本プランを廃止する旨の決議がな

された場合は、その時点をもって本プランは廃止されるものとします。
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４　基本方針の実現に資する特別な取組み及び本プランに対する取締役会の判断及びその理由

　当社取締役会は、上記２「当社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資する

特別な取組みの概要」に記載の各施策が、いずれも当社の企業価値及び株主共同の利益を確保し、向上させるこ

とを目的とするものであることから、基本方針に沿うものであり、当社の株主共同の利益を損なうものではな

く、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものでもないと判断しております。

　また、当社取締役会は、本プランについても、第79期定時株主総会において株主の皆様の承認を得ているこ

と、その有効期間が３年間であり、さらに、本プランの有効期間満了前であっても、当社株主総会又は取締役会

の決議によりいつでも廃止できるとされていること、当社経営陣から独立した者によって構成される独立委員会

が設置されており、本プランにおける対抗措置の発動に際しては独立委員会による勧告を経ることが必要とされ

ていること、本プランの内容として合理的な客観的要件が設定されていること、経済産業省及び法務省が平成17

年５月27日に発表した「企業価値・株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」の定める

三原則を全て充足していることなどから、基本方針に沿うものであり、当社の株主共同の利益を損なうものでは

なく、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものでもないと判断しております。

 

(５) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は2,054百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 550,000,000

計 550,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 239,000,000 239,000,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株
であります。

計 239,000,000 239,000,000 ― ―
 

(注)　提出日現在の発行数には、平成28年11月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

 

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成28年６月28日

新株予約権の数 689個（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 68,900株（注）２

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき１円（注）３

新株予約権の行使期間 平成28年７月15日～平成58年７月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

発行価格　　１株当たり１円
資本組入額　　　　（注）４

新株予約権の行使の条件

(1)新株予約権者は、当社の取締役を退任した日の翌日
から10日を経過する日までの間に限り、新株予約権
を行使することができる。

(2)新株予約権者が死亡した場合、新株予約権者の法定
相続人は、以下に従い、新株予約権を行使すること
ができる。ただし、新株予約権者が、当社所定の書
面により、当社に対し、法定相続人による権利行使
を希望しない旨を申し出た場合はこの限りではな
い。

新株予約権者の法定相続人は、その全員が共同し
て、代表相続人（以下、「権利承継者」という）を
選任し、当社所定の手続きを行い、新株予約権を相
続したうえで新株予約権を行使することができる。
ただし、権利承継者が新株予約権を行使できる期間
は、新株予約権者が死亡した日の翌日から３ヶ月を
経過する日までの間に限るものとする。

(3)新株予約権者及びその権利承継者は、新株予約権に
担保権の設定及び質入れ等一切の処分を行うことが
できない。

(4)その他の権利行使条件は、当社と新株予約権者との
間で締結する「新株予約権割当契約書」に定めると
ころによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権者は本新株予約権を他に譲渡することは
できない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）５
 

(注) １　新株予約権１個当たりの目的となる株式数は100株とする。

２　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。た

だし、かかる調整は新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数につ

いて行われ、調整により生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

また、当社が合併、会社分割、株式交換または株式移転（以下総称して「合併等」という）を行う場合、株

式の無償割当を行う場合、その他株式数の調整を必要とする場合には、合併等、株式の無償割当の条件等を

勘案のうえ、合理的な範囲内で株式数を調整することができる。

３　各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権の行使により交付を受けることができる

株式１株当たりの払込金額を１円とし、これに付与株式数を乗じた金額とする。

４　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項に

従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、そ

の端数を切り上げるものとする。
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５　組織再編を実施する際の新株予約権の取扱い

当社が組織再編に際して定める契約書または計画書等に次の各号に定める株式会社の新株予約権を交付する

旨を定めた場合には、当該組織再編の比率に応じて、次の各号に定める株式会社の新株予約権を交付するも

のとする。

①合併（当社が消滅する場合に限る）

　合併後存続する株式会社または合併により設立する株式会社

②吸収分割

　吸収分割をする株式会社がその事業に関して有する権利義務の全部または一部を承継する株式会社

③新設分割

　新設分割により設立する株式会社

④株式交換

　株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会社

⑤株式移転

　株式移転により設立する株式会社

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成28年７月１日～
平成28年９月30日

─ 239,000 ─ 38,413 ─ 39,902
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(6) 【大株主の状況】

(平成28年９月30日現在)

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信
託口)

東京都港区浜松町２丁目11－３ 16,747 7.01

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 13,938 5.83

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 11,299 4.73

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13－１ 8,100 3.39

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 東京都渋谷区恵比寿１丁目28－１ 6,420 2.69

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 5,983 2.50

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
(常任代理人　香港上海銀行東京支店)

ONE LINCOLN STREET, BOSTON MA USA
02111
(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

5,280 2.21

THE BANK OF NEW YORK, NON-TREATY JASDEC
ACCOUNT
(常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行)

225 LIBERTY STREET, NEW YORK, NEW
YORK 10286, USA
(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

5,204 2.18

日新製鋼株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目４－１ 4,968 2.08

JP MORGAN CHASE BANK 385632
(常任代理人　株式会社みずほ銀行)

25 BANK STREET, CANARY WHARF,
LONDON, E14 5JP, UNITED KINGDOM
(東京都千代田区大手町１丁目５－５)

4,743 1.99

計 ― 82,686 34.60
 

(注) １　当社は次のとおり自己株式を保有しておりますが、上記の大株主から除いております。

所有株式数 10,208千株

発行済株式総数に対する所有株式数の割合 4.27％
 

２　上記の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 16,747千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 13,938千株
 

３ 平成28年７月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において野村證券株式会社及

びその共同保有者１社が平成28年７月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社

として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含め

ておりません。

当該報告書の内容は以下の通りであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

野村證券株式会社 大阪府大阪市中央区今橋３丁目５－12 457 0.19

野村アセットマネジメント株式
会社

東京都中央区日本橋１丁目12－１ 9,467 3.96

計 － 9,925 4.15
 

４ 平成28年８月１日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行及びその共同保有者３社が平成28年７月25日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているも

のの、当社として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状

況には含めておりません。

当該報告書の内容は以下の通りであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 3,000 1.26

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４－５ 14,262 5.97

三菱ＵＦＪ国債投信株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目１２－１ 639 0.27

三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

東京都千代田区丸の内２丁目５－２ 253 0.11

計 － 18,155 7.60
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

(平成28年９月30日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 10,208,500
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 228,691,900
 

2,286,919 ―

単元未満株式 普通株式 99,600
 

― ―

発行済株式総数 239,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 2,286,919 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式17株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

(平成28年９月30日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数の
合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
三和ホールディングス
株式会社

東京都新宿区西新宿
二丁目１番１号

10,208,500 ― 10,208,500 4.27

計 ― 10,208,500 ― 10,208,500 4.27
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、協立監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 26,141 30,301

  受取手形及び売掛金 77,366 59,297

  電子記録債権 4,390 4,262

  有価証券 23,165 11,493

  商品及び製品 9,832 8,516

  仕掛品 19,697 25,879

  原材料 18,802 16,651

  その他 10,432 12,165

  貸倒引当金 △1,253 △1,277

  流動資産合計 188,575 167,289

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 17,364 15,724

   土地 18,120 17,773

   その他（純額） 18,567 16,499

   有形固定資産合計 54,053 49,998

  無形固定資産   

   のれん 8,754 7,081

   その他 17,465 14,951

   無形固定資産合計 26,220 22,033

  投資その他の資産   

   投資有価証券 30,752 33,013

   退職給付に係る資産 4,659 4,820

   その他 6,373 6,173

   貸倒引当金 △365 △324

   投資その他の資産合計 41,420 43,684

  固定資産合計 121,693 115,715

 資産合計 310,269 283,005
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 46,075 40,164

  1年内償還予定の社債 2,000 2,000

  短期借入金 7,667 8,134

  1年内返済予定の長期借入金 6,680 10,103

  未払法人税等 5,351 2,809

  賞与引当金 4,437 4,785

  その他 32,833 32,129

  流動負債合計 105,047 100,126

 固定負債   

  社債 25,050 25,050

  長期借入金 29,400 18,010

  役員退職慰労引当金 275 260

  退職給付に係る負債 13,416 12,291

  その他 6,745 5,954

  固定負債合計 74,887 61,566

 負債合計 179,934 161,693

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 38,413 38,413

  資本剰余金 39,902 39,902

  利益剰余金 47,028 48,046

  自己株式 △7,866 △7,836

  株主資本合計 117,478 118,526

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,231 321

  為替換算調整勘定 13,649 3,832

  退職給付に係る調整累計額 △2,968 △2,233

  その他の包括利益累計額合計 11,911 1,920

 新株予約権 266 274

 非支配株主持分 678 590

 純資産合計 130,334 121,312

負債純資産合計 310,269 283,005
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 160,926 160,457

売上原価 114,838 113,398

売上総利益 46,088 47,059

販売費及び一般管理費 ※1  40,037 ※1  39,082

営業利益 6,051 7,976

営業外収益   

 受取利息 95 100

 受取配当金 133 138

 その他 233 248

 営業外収益合計 462 486

営業外費用   

 支払利息 375 272

 持分法による投資損失 91 627

 その他 405 356

 営業外費用合計 873 1,256

経常利益 5,640 7,207

特別利益   

 固定資産売却益 8 11

 投資有価証券売却益 - 6

 特別利益合計 8 18

特別損失   

 固定資産除売却損 7 68

 投資有価証券売却損 5 -

 投資有価証券評価損 54 0

 子会社事業再構築費用 72 293

 関係会社整理損 11 5

 その他 25 19

 特別損失合計 175 387

税金等調整前四半期純利益 5,473 6,837

法人税等 2,246 2,802

四半期純利益 3,226 4,035

非支配株主に帰属する四半期純利益 - 31

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,226 4,003
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 3,226 4,035

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 95 △910

 為替換算調整勘定 △603 △9,525

 退職給付に係る調整額 454 735

 持分法適用会社に対する持分相当額 56 △290

 その他の包括利益合計 2 △9,990

四半期包括利益 3,229 △5,955

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,229 △5,896

 非支配株主に係る四半期包括利益 - △59
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 5,473 6,837

 減価償却費 3,796 3,546

 のれん償却額 724 664

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 8 116

 賞与引当金の増減額（△は減少） △357 473

 退職給付に係る負債及び資産の増減額 △96 378

 受取利息及び受取配当金 △229 △238

 支払利息 375 272

 持分法による投資損益（△は益） 91 627

 売上債権の増減額（△は増加） 11,608 14,757

 たな卸資産の増減額（△は増加） △8,669 △6,286

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,308 △4,689

 その他 4,062 △2,046

 小計 15,480 14,413

 利息及び配当金の受取額 214 243

 利息の支払額 △386 △275

 法人税等の支払額 △5,127 △5,484

 営業活動によるキャッシュ・フロー 10,180 8,896

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △7,910 △4,097

 有価証券及び投資有価証券の売却による収入 2,029 5,000

 固定資産の取得による支出 △4,073 △3,067

 貸付けによる支出 △208 △288

 貸付金の回収による収入 298 368

 その他 113 △317

 投資活動によるキャッシュ・フロー △9,751 △2,401

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 1,006 964

 長期借入金の返済による支出 △3,190 △6,490

 社債の償還による支出 △2,000 -

 自己株式の純増減額（△は増加） △0 18

 配当金の支払額 △2,103 △2,973

 非支配株主への配当金の支払額 - △31

 その他 - △6

 財務活動によるキャッシュ・フロー △6,287 △8,518

現金及び現金同等物に係る換算差額 △170 △745

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,028 △2,768

現金及び現金同等物の期首残高 58,605 41,516

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  52,576 ※1  38,747
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関す

る実務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年

４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

項目
当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

税金費用の計算 一部の連結子会社（在外子会社）において、当第２四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。
 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金等に対して、次のとおり保証を行っております。

(保証債務)

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

三和シヤッター（香港）有限公司 118百万円 171百万円

 (8,130千香港ドル） （13,130千香港ドル）

安和金属工業股分有限公司 186百万円 220百万円

 (53,393千台湾ドル） （68,296千台湾ドル）

上海宝産三和門業有限公司 250百万円 386百万円

 （14,410千元） （25,511千元）

Novoferm (Shanghai) Co.,Ltd. 206百万円 319百万円

 （11,876千元） （21,106千元）

VINA-SANWA COMPANY LIABILITY Ltd. 3百万円 121百万円

 （30千米ドル） （1,199千米ドル）

その他 0百万円 0百万円

計 765百万円 1,219百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

貸倒引当金繰入額 139百万円 12百万円

給料手当 13,917百万円 13,591百万円

従業員賞与引当金繰入額 3,593百万円 3,772百万円

退職給付費用 1,033百万円 946百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金勘定 26,090百万円 30,301百万円

有価証券勘定 34,600百万円 11,493百万円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △1,305百万円 △1,485百万円

取得日から償還日までの期間が
３ヶ月を超える債券等

△6,809百万円 △1,393百万円

当座借越 ― △168百万円

現金及び現金同等物 52,576百万円 38,747百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 2,103 9.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当

第２四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月30日
取締役会

普通株式 2,336 10.0 平成27年９月30日 平成27年12月３日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 2,973 13.0 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当

第２四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月31日
取締役会

普通株式 2,745 12.0 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

　 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 計

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高       

外部顧客への売上高 85,132 51,330 24,386 160,848 78 160,926

セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 22 18 40 △40 ―

計 85,132 51,352 24,404 160,889 37 160,926

セグメント利益
又は損失(△)

7,104 667 △187 7,584 △1,532 6,051
 

(注) １　調整額の内訳は、以下のとおりであります。

(1)売上高

・その他の売上高 78百万円
 

・セグメント間取引消去 △40百万円
 

(2)セグメント利益又は損失（△）

・その他の利益 78百万円
 

・全社費用 △886百万円
 

・のれんの償却額 △724百万円
 

・セグメント間取引消去 0百万円
 

その他の内容は、管理業務に伴う付随的な活動によるものであります。

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費などであります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　各報告セグメントに属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

北米…アメリカ、カナダ、メキシコ他

欧州…ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、イギリス他

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

　 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 計

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高       

外部顧客への売上高 84,363 49,972 26,092 160,428 29 160,457

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 19 14 35 △35 ―

計 84,365 49,991 26,106 160,464 △6 160,457

セグメント利益
又は損失(△)

6,592 2,218 688 9,499 △1,522 7,976
 

(注) １　調整額の内訳は、以下のとおりであります。

(1)売上高

・その他の売上高 29百万円
 

・セグメント間取引消去 △35百万円
 

(2)セグメント利益又は損失（△）

・その他の利益 29百万円
 

・全社費用 △886百万円
 

・のれんの償却額 △664百万円
 

・セグメント間取引消去 0百万円
 

その他の内容は、管理業務に伴う付随的な活動によるものであります。

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費などであります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　各報告セグメントに属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

北米…アメリカ、カナダ、メキシコ他

欧州…ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、イギリス他

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 (円) 13.81 17.50

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額 (百万円) 3,226 4,003

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額

(百万円) 3,226 4,003

普通株式の期中平均株式数 (千株) 233,671 228,774

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 (円) 13.77 17.45

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額 (百万円) ― ―

普通株式増加数 (千株) 689 723

(うち新株予約権) (千株) (689) (723)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

中間配当金について

第82期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）中間配当については、平成28年10月31日開催の取締役会に

おいて、平成28年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額 2,745百万円
 

②　１株当たりの金額 12円00銭
 

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成28年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月10日

三和ホールディングス株式会社

取締役会  御中

 

協立監査法人
 

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士　　朝　　田　　　　潔　　　印

 

 

業務執行社員  公認会計士　　田　　中　　伴　　一　　印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三和ホールディ

ングス株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月

１日から平成28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三和ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成28年９月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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